
－１－ 

 

 

 

 

  

会議名称 令和５年度第２回小金井市医療的ケア児支援連携推進協議会  

開催日時 令和５年１１月１７日（金）１８：００～１９：３９ 

開催場所 小金井市役所第二庁舎８階８０１会議室 

出席者等 委員：副島会長、富永副会長、鴻丸委員、小林委員、岸野委員、

石川委員、砂川委員、岡委員、名取委員（欠席）、新井委員（欠

席）、小暮委員、渡邉委員 

事務局：自立生活支援課長、相談支援係長、相談支援係主査 

傍聴の可否 可 傍聴者数 ２人 

会議次第 １ 開会  

２ 議題⑴  

報告事項  

ア 関係課会議（８月２５日開催）の会議結果について  

イ 小金井市医療的ケア児相談窓口あいびーの設置につ

いて  

  議題⑵  

  協議事項  

ア 事例検討  

配布資料 資料１ 小金井市医療的ケア児相談窓口 あいびーのリーフレ

ット  

資料２ 支援対象児支援記録登録者名簿  

※  資料２は委員にのみ配布  

会議録（要点記録） 
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令和５年度第２回小金井市医療的ケア児支援連携推進協議会 

 

日  時  令和５年１１月１７日（金）午後６時から 

場  所  市役所第二庁舎・８０１会議室 

出席委員   ９人 

 会 長   副 島 賢 和 委員 

 委 員   有 泉 千香子 委員  富 永 智 一 委員 

       小  林  真理子  委員   岸 野 奈 美 委員  

       石 川 敦 子 委員  砂 川   愛 委員 

       岡   陽一郎 委員    

       小 暮 佳 弘 委員 

       渡 邉 孝 之 委員 

欠席委員    新 井 しのぶ 委員  名  取  知  子  委員 

 

                                           

事務局職員 

自立生活支援課長           天野 文隆 

自立生活支援課相談支援係長      小池 直明 

自立生活支援課相談支援係主査     本木 典子 

小金井市医療的ケア児コーディネーター 田村 

小金井市医療的ケア児コーディネーター 内田 

                                           

傍 聴 者  ２ 人 

（午後６時００分開会） 

◎会長 皆さん、こんばんは。お忙しい中、寒い中ありがとうございます。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 ただいまから令和５年度第２回小金井市医療的ケア児支援連携推進協議会を開会いたします。 

 会議を始める前にまず事務局さんから配付資料の確認をお願いいたします。 

◎事務局 事務局です。 

 本日配付しております資料は、まず１点目が次第、次に、資料１として小金井市医療的ケア

児相談窓口あいびーのリーフレットとチラシ、それから資料２としまして支援対象児支援記録

登録者名簿、以上、次第を含めて３点でございます。なお資料２につきましては、個人情報と

なりますので傍聴用は用意してございません。また、ホームページへの掲載も控えさせていた

だきますので、御了承いただきたいと思います。 

 不足等、大丈夫でしょうか。 
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 資料については以上です。 

◎会長 いかがでしょうか。資料に関して何かありますか。 

 一つ教えてください。これ、２枚目の資料２のほうは終わったら回収ですか。 

◎事務局 資料２のほうは、委員の間では共有するということで御本人の同意が取れておりま

すので、回収しないで大丈夫です。 

◎会長 では、取扱い、どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、早速議題に入りたいと思います。報告事項アです。８月２５日開催の関係課会議の結

果について議題といたします。 

 事務局さんのほうから報告をお願いいたします。 

◎事務局 事務局です。 

 令和５年８月２５日に開催した第１６回医療的ケア児関係課会議の会議結果につきまして、

口頭にて報告いたします。 

 まず、関係課会議についてですが、小金井市医療的ケア児支援連携推進協議会設置要綱第７

条の規定に基づきまして、自立生活支援課、健康課、子育て支援課、保育課、児童青少年課、

学務課、指導室の職員で構成する会議で、主に課長職による情報共有を行っている会議でござ

います。 

 会議の内容としましては、令和５年５月２６日に開催しました令和５年度第１回小金井市医

療的ケア児支援連携推進協議会の会議結果の報告が１点と、各課からの情報交換の２点でござ

います。各課からの情報交換におきましては、まず私ども自立生活支援課からは、５月に開催

した本協議会の協議結果を報告したほか、医療的ケア児支援コーディネート事業の開始及びそ

の後の対象児の把握状況を報告しております。保育課からは、コーディネーターとともに調整

中の事例１件の報告、児童青少年課からは、４月から受け入れている１名の状況について報告、

学務課からは、就学相談で対応している１名についての報告、指導室からは、児童青少年課か

ら報告のあった児童について学校での状況を報告、以上のような報告がありまして、最後にそ

の他の議題の中で、医療的ケア児コーディネート事業に関する病院への周知状況の確認と、各

課において把握した情報の取扱いについての確認を行いまして、会議を終了いたしました。 

 次回は、令和６年２月の開催を予定しております。 

 報告は以上となります。 

◎会長 どうもありがとうございました。皆さん、ついてこられましたでしょうか。大丈夫で

しょうか。保育課と児童青少年課と学務課と指導室のほうから報告があったということでござ

います。 

 事務局の報告が終わりましたが、本件について、報告事項ということですので御承知おきい

ただくにとどめたいと思いますが、その上で確認をされたいこととか質問などはございますで

しょうか。 

 保育課からはコーディネーターとともに調整中の事例が１件報告、児童青少年課からは４月
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から受け入れている１名の状況について報告、学務課からは就学相談で対応している１名につ

いて報告、指導室からは児童青少年課から報告のあった児童について学校での状況を報告とい

うことでした。よろしいでしょうか。 

 では、本件についてはこれで終了いたします。 

 次の議題に移りたいと思います。次も報告事項でございます。イ、小金井市医療的ケア児相

談窓口あいびーの設置について、を議題といたします。 

 事務局さんから報告をお願いいたします。 

◎事務局 資料の１として用意いたしました、こちらあいびーのリーフレットとチラシのほう

を御覧いただきたいと思います。 

 医療的ケア児に関するコーディネーターの配置に関しましては、昨年度の協議会におきまし

て事業内容等について御協議いただいたところでございますが、おかげさまで今年の７月より

医療的ケア児コーディネート事業を開始し、医療的ケア児相談窓口あいびーを設置することが

できました。 

 本事業の開始により、今後は医療的ケア児コーディネーターも本協議会に参加することとな

ります。本日は初めての参加となりますので、コーディネーターの御紹介をさせていただきま

す。では、自己紹介でお願いいたします。 

◎コーディネーター よろしくお願いします。 

 ７月より自立生活支援課の委託の下で、医療的ケア児相談窓口あいびーというものを設置さ

せていただきました。あいびーでは、医療的ケア児コーディネーターが私を含めて２人で進め

させていただいております。 

 もともと私どもの会社では、訪問看護、児童発達支援、相談支援事業を行っており、医療的

ケア児また重症心身障害児の親御様またその当人から、悩み事の相談をさせていただいており

ました。そこで、今回、医療的ケア児相談窓口あいびーを設立するという運びになりました。

まだ手探りの状態で、いろいろ分からない点とか何をすればいいかと結構迷っているところで、

皆様に御迷惑をかけることもあるかと思うんですけれども、何とぞよろしくお願いします。 

◎事務局 ありがとうございました。 

 では続いて、事業開始後の医療的ケア児の登録状況について御報告いたします。資料２を御

覧ください。こちらは小金井市医療的ケア児コーディネート事業実施要綱第７条の規定に基づ

き作成しております支援対象児支援記録に登録されている対象児のリストでございます。登録

された支援対象児については、本協議会で個人情報を扱うことについて同意を得ておりますの

で、後ほど協議事項のほうでは具体名を挙げた状態で、資料を基に御協議いただきたいと思い

ます。 

 事務局からの報告は以上です。 

◎会長 どうもありがとうございます。コーディネーターさんもありがとうございます。 

 事務局から以上の報告がありましたけども、支援対象児を把握するに当たってどのように活
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動されているのか、また、今後はどのように把握を進めていくのかについて、個人情報に触れ

ない範囲でコーディネーターさんのほうから御説明いただけますでしょうか。よろしくお願い

いたします。 

◎コーディネーター では説明させていただきます。 

 ７月から医療的ケア児コーディネート事業を開始して、まず、市内の訪問看護ステーション

と児童発達支援事業所、放課後等デイサービスへ、医ケア児を担当していると思われる事業所

及び自立生活支援センター、相談支援連絡会議にて、あいびーの窓口の利用を御案内していた

だくよう業者様に御提案していただけるようにお声がけをしました。また、実際に医ケア児が

いるかどうかということをお伺いしている場合には、その利用者様があいびーに直接的つなが

るように具体的なお声がけや仲介をお願いしました。 

 実際にお会いできるお約束が取れた方に対しては、今後、医療的ケア児が必要な社会的資源

につながるよう環境整備を行うためにも、今までの経歴や相談事を意見交換の場で共有させて

ほしいという内容で、順次同意書を受け入れてきました。現在のところ、資料２にありますよ

うに、１３人の方からは同意書をいただいております。そのほかにも１０名程度は医療的ケア

児あるいは重症心身障害児がいるであろうということが事業所の聞き取りなどから把握できて

おります。 

 今後の活動といたしましては、まだお会いできていない１０名の方の同意書を順次受け入れ

られるようお会いしていきたいと思っていることや、あとは近隣の医療的ケア児を受け入れて

いる病院のソーシャルワーカーや特別支援学校、市内の小学校などにも、小金井市に医療的ケ

ア児相談窓口が設置されているということをお声がけして、該当の方がいる際には連絡をいた

だきたいということを伝えたいと思います。病院の中で東京都立小児総合医療センターには、

既にお声がけが済んでおります。 

 実際の聞き取りの中では、具体的に訪問看護ステーションから御意見をいただいております。

医ケア児は基本的に訪問看護ステーションが入っている割合が高いので、全数把握を目指すな

らば、情報共有を密にしたほうがいいのではないかということです。具体的には、医療的ケア

児を受け入れた場合は、訪問看護ステーションから状況提供書を小金井市へ送ることや、ＭＣ

Ｓという医療介護専用コミュニケーションツールで事業所とあいびーがつながっておくかどう

かという御意見をいただきました。 

 以上です。 

◎会長 どうもありがとうございました。 

 個々の支援対象者とのやり取りについては、後ほど協議事項の中でまたお話をするときがあ

るんですけども、委員の皆さんのほうから、今の報告に関してこの時点で御確認されたいこと、

また御質問などがありましたら、挙手をしていただけたらと思います。合図でもいいです。 

 今のお話からは、あいびーのことをお声がけしていくことと、医療的ケア児がいたときの声

かけや、環境調整のための同意書についてのお話がありました。今１３名が同意書を得ている
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そうで、まだ１０名の医療的ケア児、重心児のお子さんがいるんですけど、これからそれの同

意書を取っていこうということだそうです。 

 それから、病院、支援学校、そして市の学校に、相談室があること、設置されたということ

を周知していくこと、府中の都立総合医療センターにはもう連絡済みということでした。それ

から、訪看のステーションのほうから情報共有ということ、連絡があった場合には、利用があ

った場合には小金井市のほうにこれも同意書が要るということになるんですかね。その連絡は

密に行く形になりますか。 

◎コーディネーター 回答がある方の場合には、もう既に事業所様から直接あいびーに連絡す

るようその事業所さんに伝えていただくという形でいます。 

◎会長 あいびーに連絡が行くということは、もう市が把握するということになるわけですか。 

◎コーディネーター そうです。 

◎会長 はい。 

 僕はＭＣＳって知らないんですけど、皆さん、御存じですか。ちょっと簡単に教えていただ

けると、医療看護の看護システム？ ちょっと教えてください、すいません。 

◎コーディネーター インターネット上にお部屋があって、そこに登録されている方同士が文

字でお話しできるという、チャットのようなものですね。 

◎会長 それって、どの範囲まで。 

◎コーディネーター それは、登録許可された方しか利用できません。 

◎会長 それは医療でつながっている人たちがそこに入っていって、個人情報を出して登録を

していくという形ですか。 

◎コーディネーター はい。通常、訪問看護ステーションとドクターの間で誰かの情報を共有

したいときにはそういったシステムがふだん使われているので、そのシステムを再利用する形

です。メンバーを決めた中での共有ができたらいいのではないかという御意見をいただきまし

た。 

◎会長 なるほど、これを利用していったらよいのではないかという。 

◎コーディネーター はい。 

◎会長 すいません、私はそういうことを知らなくて。ありがとうございます。 

 皆さんからはいかがでしょうか。では、御質問等がなければ本件に関してはこれで終了しま

すが、よろしいでしょうか。どうもありがとうございました。 

 では、次に議題２の協議事項の事例検討に入りたいと思います。個人情報を取り扱うため、

傍聴の方は御退席いただくようにお願いいたします。どうもありがとうございます。 

（傍聴人退席） 

◎会長 では、会議の再開、よろしいでしょうか。 

 では、事務局のほうから御説明をお願いいたします。 

◎事務局 事務局です。 
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 それでは、改めて資料２を御覧ください。Aちゃん、こちらの方は前回５月２６日に開催した

第１回協議会の事例検討に御家族で参加していただいた支援対象児になります。その後も医療

的ケア児コーディネート事業として支援を継続していますので、その後の状況について報告し

てもらいたいと思います。それから、そのほかにも保育園入園に当たりまして調整した事例等

ありますので、コーディネーターのほうから併せて報告をしてもらいたいと思います。 

 事務局からは以上です。 

◎会長 では、よろしくお願いいたします。 

◎コーディネーター 今ありましたAちゃんの現在の状況になります。現在、週４で保育園に通

っております。その中で週１児童発達支援、月に１回程度で保育所等訪問支援という形でとて

もうまく通えていて、お母さんのほうもすごく安心して保育園に通っているという形になって

おります。今、保育所等訪問支援というのと児童発達支援という、療育という形と保育という

のが合わさってAちゃん１人を見守っている状態です。 

 その保育所等訪問支援というのを行っているんですけれども、保育園側は、Aちゃんの療育に

ついて、生活について、いろんなことを相談できるのでこのまま継続してほしいということと、

御両親のほうも、Aちゃんの保育園での日常生活の様子というのを聞けるのでこのまま続けて

いただきたいという要望はとても強くいただいております。また、Aちゃんについての勉強にな

ることも結構あって、そのことについてもすごく喜んでいただいているので、このまま継続で

保育園に通園できればというところです。 

 これがAちゃんの現状であります。そうなった経緯というのは前回の協議会でお話ししてい

るんですか。 

◎事務局 その辺がまだそこまで細かくいってないような時点での事例検討でしたので、この

つながった成功事例、こういうことをやったことによってうまくいったというところを御報告

いただければ参考になるのかなと思います。 

◎コーディネーター 分かりました。 

 次に、このBちゃんのお話をちょっとさせていただければと思うんですが。Bちゃんは医療ケ

アとしては経鼻管のみになります。ミルクと水分は基本的に経鼻管からの摂取ということで、

この子はもともと看護師さんがいない保育園に通っていたというところがありまして、まず、

ここも少し驚きというか、すごいなというところもあったんですけど。そこの保育園さんが、

飲水、口からちょっと飲めているという状況があったので、日中の飲水は口からして、ほかの

栄養に関しては朝、保育園に来る前と帰ってからすぐというところでミルクを飲んで１日を過

ごしているという形だったんですけれども、この子があるとき結構大きめなけいれんを起こし

てしまって、そのけいれん発作によって保育園さんからあいびーのほうに初めて連絡が来まし

て、初めてそこで接触できるんですけど、そのときにどうしたらいいだろうということで相談

が来ました。 

 最初のうちは、看護師さんがいないので医療的ケア児をまず看れないということと、発作が
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起きたときの緊急時対応というのもほぼできない状態ということで、かなり園長先生はお困り

と不安の中で、そこですぐ話合いに行って、訪問看護ステーションの担当の看護とかとも話し

まして、本当は１日だけ保育園に行けない日があったんですけど、その保育園がちょっと不安

が強過ぎて預かれませんとなったんですけど、すぐに、やはりお母さんと２人でいるというの

は寂しいだろうしかわいそうだからということで、翌日からまた何とか引き取るという形だっ

たんですけど、ほんと、けいれんが起きたらどうなっていたかというのは正直なところでした。 

 そこで私どもで関わりをして、まず緊急時対応の方法というのをお母様含めてしっかり話し

合い、けいれん発作が起きたらどうするか。まず１１９番で救急車を呼ぶ、それから救急車の

隊員が来たときには、こういう紙、名前と住所、電話番号、全部書いてあって、主治医の先生

の名前も書いて、病名も書いて、もう渡すだけですぐに連れていってもらえるような状態とい

うのを徹底したというところで、現在、楽しく通園しているところなんですけれども。 

 このA保育園が２歳までの保育園なんです。ここからまた、今その子が３歳に４月からなって

いくので新しい保育園に転園しなきゃいけないということで、話合いがまた持たれまして、こ

のときは自立生活支援課と保育課と私どもで、A保育園に話をしたりして、どうしたらいいだろ

うという話をしました。 

 そこで、A保育園の連携園でB保育園があるんですけれども、そちらのほうが連携園なのでお

母さんのほうはそちらのほうに何としてでも行きたいという話になりました。B保育園には看

護師さんがいるんですけれども、全部の園児を担当する看護師さんということで、医療ケア児

の子が入ってきてもその子に直で担当できないので、ちょっと今回の話は難しいんじゃないか

ということになったんですけれども、お母さんがやはりB保育園には絶対行きたいという話に

なりまして、また、そこで話合いを何度か、自立生活支援課とか保育課とかお母様とか、あと

B保育園が来てみんなで話し合うのを何度か繰り返して、最終的にBちゃんに会ってもらって、

最後はお母さんと私どもでB保育園のほうにどういう保育をしているかというのを見学しに行

きました。そこで、看護師さんが１人、パートさんだったんですけど、Bちゃんのことを見て、

私が何とかやってみますということを言っていただいて、現在はB保育園に入園する方向で検

討していただいている最中、調整しているところだと思います。前向きで頑張ってみますとB保

育園には言っていただいております。 

 流れはこの感じですかね。以上です。 

◎会長 どうもありがとうございます。これ、じゃあ保育園に入園決定というわけではないん

ですか。 

◎コーディネーター そうですね、まだ内定自体は１月の終わりから２月ぐらいだというので、

本当の決まりというのはそこなので。 

◎会長 じゃあ内定という感じなんですね、今。 

◎コーディネーター 内定が出るかというところですかね。 

◎会長 そうですか。 
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 最初、看護師さんもいないところにそういうお子さんがいるということですね、もしかした

ら、こちらが把握できてない。 

◎コーディネーター そうですね。 

◎会長 なるほど。ごめんなさい、私ばかり聞いちゃって。皆さんから何か御質問ありました

らどうぞ。 

◎教育機関関係委員 いいですか。 

◎会長 お願いいたします。今、マイクが来ますので少々お待ちください。 

◎教育機関関係委員  

 今、パートの看護師さんが１名で対応されているということなんですけど、その看護師さん

がいらっしゃることで、これからはお昼の注入を保育園で看護師さんがされるということなん

ですか。 

 もう一つ質問します。あと、やっぱりパートさんお一人ですと、体調不良で看護師さんがお

休みされるときとか、その場合の対応はどのようにお考えなのかなというのがちょっと気にな

ったところです。 

◎コーディネーター 注入の話なんですけれども、お母様の要望も、当面は朝と夕方、帰って

からでいいんですけど、やっぱりお昼に分けて飲んだほうが絶対いいというのは分かっていら

っしゃっていて、何とか慣れてきたらお昼の注入というのはB保育園でやっていただきたいと

いう旨はお母様からは伝えてあります。 

 すいません、あとそのパートさんの話は、ちょっと僕の中でもパートさんというのは聞いて

いるんですけど、週何回だとかどういう働き方なのかちゃんとした把握はできていないので何

ともあれなんですけど。やはり風邪をひいて休まなければいけないことがあるとBちゃんが行

けなくなっちゃうので、もう１人、組をつくって、すいません、僕があまり勝手なことを言っ

ちゃうとあれなんですけど、でも、看護師さんを探しているとは言っていました。なので、そ

こでまだ決定ではない、これから決定していくための検討をしているところかなというところ

です。前向きで考えていただいているみたいです。 

◎会長 教育機関関係委員、よろしいでしょうか。 

◎教育機関関係委員 はい、ありがとうございました。 

◎会長 どうもありがとうございます。 

 僕も一つ教えてください。けいれんがあってあいびーに相談が来たというお話だったんです

けど、それまでは、そういう子が保育園にいるということは、小金井市としてというかあいび

ーとしては把握してなかったんでしょうか。 

◎コーディネーター この子については把握していました。違うところのルートで、こういう

子が看護師がいない保育園に通っているというのは聞いてはいたんですけども、そのときはま

だけいれんという、けいれんもあったんですけど順序があって熱が起きてけいれんという、そ

れが最初の順序だったんですけど、このときのけいれんというのは何の前触れもなく突然けい
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れんが来たということだったので、それがA保育園のほうが、え、そんなことあるのっていう。

熱が出たら休むというお約束をしていたみたいなんですね、けいれんが起きるかもしれないの

で。だけど、その日は熱が起きないでけいれんが起きたので、ということは保育園でも突然け

いれんが起きちゃうかもしれないということから不安が増して連絡が来たという形になります。 

◎会長 ありがとうございます。 

 そうすると、その保育園さんはあいびーのことを御存じだったということですね、連絡が来

たということは。 

◎コーディネーター そうですね、７月に開設してから、同意書をいただいているのは７月１

８日なので。 

◎会長 ああ、もうその段階で、なるほど。 

◎コーディネーター そこでもう、そういうものがあるよということで。 

◎会長 親御さんとはつながっていたということで、分かりました。 

◎コーディネーター すぐ連絡いただいたので。 

◎会長 はい、どの順番で知ってくださっていたのかなと思って。 

◎コーディネーター お母様からだと言っていたので。 

◎会長 お母様が知っていて、それで保育園が知ってつながったということですね。 

◎コーディネーター はい。 

◎会長 ありがとうございます。 

 皆様、いかがでしょうか。 

 委員の皆様の中に、受入れ側の立場の方とか支援する立場の方など様々なお立場がいらっし

ゃると思いますので、それぞれのお立場から、御自身が対応した事例ではこのようにしたらそ

ういうお子さんたちにうまくつなげたよとか、何かそういう成功事例、あるいは今後の参考に

コーディネーターにもう少しお聞きしたいこととか、そういう御意見があればぜひ出していた

だきたいのですが。 

 これ、ほかの子というのは、まだ今日は取り上げなくていいですか。今日はAちゃんとBちゃ

ん。 

◎事務局 特に２人に限ったことではなく、たまたま現在進行形で対応している事例だったの

で報告していただいたというところで、お時間が許すようであれば、何か特徴的なことがあれ

ば、ほかの対象児の方についてももしお話しいただければと思います。 

◎会長 なぜ聞いたかというと、ほかの対象児、もしかしたら御存じの人もいるのかなとちょ

っと思ったものですから。 

◎コーディネーター 何か違う事例ということ。 

◎会長 まずは皆さんのお声を聞きたいなと思っていて。 

◎障害福祉機関関係委員 今回のB保育園に、まだ正式な決定ではないと思うんですけれども、

やはり医療的ケア児を初めて受け入れる側というところで、やはり先生方の準備というか知識
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とかその辺というのは、コーディネーターの方としてどんなふうに介入を考えているとかあり

ますでしょうか。 

◎コーディネーター ありがとうございます。 

 B保育園は、今、児童発達支援の事業所と交流を図っていて、B保育園もやっぱり今後、医療

的ケア児、重症心身障害児を受け入れていこうということで話合いがあったみたいで、児童発

達支援の事業所と、医療的ケア児、重心の子は向こうに３名ほど行って、どういう生活、どう

いう遊びをすればいいかとか、どういう関わりをすればいいかというのを２か月に１回程度交

流しているというのを聞いております。 

 医療的ケア児の子を知らないとか受け入れたことがないので、多分、怖いとかリスクという

のをどんどんどんどん大きくしちゃって、来ないようにしようというふうにする動きが多分多

いと思うんです。なので、まず関わり合って、本当は看護師さんがしっかりついていれば介入

が難しくないというか、もっと受け入れやすくなるんじゃないかなというのを見ましたので、

今後もそういう交流ができるところがもっともっと増えてくれば、今後入園が、後でちょっと

話そうかなと思ったんですが、療育からの保育とか、そういう流れもちゃんとうまくつながっ

ていけばいいんじゃないかなとは今思っております。 

◎会長 ありがとうございます。 

 障害福祉機関関係委員さん、どうですか。児童発達支援事業所のところで、何かあればお願

いします。 

◎障害福祉機関関係委員 さっきの交流会の話ですか。 

◎会長 何かそういうのをちょっとお聞かせいただけたらうれしいです。 

◎障害福祉機関関係委員 そうですね、私たちのほうでも療育から保育園だったり幼稚園だっ

たり学校のほうにつなげていくというのは一つの目標というか、全ての目標じゃないんですけ

ど、そういうパターンもあるということは、それを目標にする子もいるみたいなのも、しなが

ら支援をしているので、できれば受け入れるお皿が広ければいいなというか、場所が増えたら

いいなという思いからその交流会のほうもさせていただきたいということで、２年前ぐらいか

らさせていただいています。そんなに回数は多くないんですが、２か月に１度ほど３名の児童、

医療ケアがある子がメインなんですけど保育園のほうに行かせていただいて、クラスに入らせ

ていただいて子供たちと交流してもらうというところで、その中でまた先生たちが、その医療

ケアがある子との関わりの中で、そんなに怖いことではないんだなというか、言い方は悪いか

もしれないんですけど、ちゃんとしたケアさえしてあげれば何も変わらないんだなということ

に気づいてほしいなというところが私たちの交流会の目的ですね。 

 今もう保育園の子供たちは全然ウエルカムで、先生たちも大分関わりを持ってくれていて、

少しずつ壁が低くなってきているなというふうには感じています。 

◎会長 ありがとうございます。 

 聞いてもいいですか、そういうのは幼稚園ではどんな感じなんですか。 
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◎教育機関関係委員 まず、看護師という、それの設置が仕組み的にかなり難しいというのは、

１点、全体の状態ではあります。私どもの幼稚園では以前、導尿のお子さんは２名ほど、年は

違うんですけどお預かりしたことがあります。なので、我々の持っている設備、それから人的

なリソースだとかというところで、可能であれば、できるだけ良質な集団を与えて今後の学校

生活とかにつなげていけるお手伝いができるのであればお受けをしていく。我々の手に負えな

い場合、例えば熱性けいれんのお子さんとかは受け付けることが多いですし、以前、やはり同

じようにけいれんが起きたときに先生たちがパニックになりながら救急車を呼んで、一応年に

一度は、そういったアレルギーの子たちは、研修と同じような形で緊急時の対応などもやって

いますので、それをちょっといじって対応できるようなお子さんに対しては割と受け入れられ

る先生も多いんですけれども、それ以上になってくるとやはり、どうしても専門家がいないの

で恐怖感が先に立ってしまうということもあるのかなと思います。 

 近年は医療的ケア児のお子様をお持ちの保護者から質問いただくことも、それから入園した

いというような希望を受けることもないものですから、今、実態ですとちょっとなかなか、申

し訳ありませんけれども、このような形で対応しておりません。 

◎会長 どうもありがとうございます。 

 それは、園長先生の園だけじゃなくて、小金井市の園の流れというか、そんな感じなんです

か。 

◎教育機関関係委員 そうですね、各園で、やはりその設備だとか、それから人材をどういう

ふうに扱っているかというのはかなり違うので、私のところではこうですよとは言えるんです

が、前向きには皆さん検討されているとは思われます。 

◎会長 どうもありがとうございます。お答えにくいところまで言っていただいてありがとう

ございました。 

 皆さん、何かありますでしょうか。お願いします。 

◎医療機関関係委員 先ほどのBちゃんの看護師さんのお話のときに思ったところが、Aちゃん

が今年度保育園に入るとき、看護師さんをかなりつけていた、保育園のほうに新しくつけてく

ださったような記憶がありまして、ほかの保育園さんもそうやって医療的ケアの子を受け入れ

るに当たっては、市のほうから看護師さんの手配をするというのが、保育園さんと協力をしな

がら調整していっていただけるものなのでしょうか。それとも、その看護師さんの調整は保育

園さんにお願いする形なんでしょうか。 

◎コーディネーター 市側の補助の話ですか。 

◎会長 そういう補助をやっているのか、それはもう保育園それぞれのという、分かる範囲で。 

◎コーディネーター Aちゃんは市立なんですね。なので、市のほうが看護師さんを探して配置

したという形になります。今回のA保育園は看護師の加配を請求しなかったというか、うちはそ

ういう場所ではないので看護師さんがいてもということで、多分、看護師さんを入れなかった。

B保育園に関しても、必要となれば多分加配という形で保育課のほうに話をしてという形にな
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るんじゃないかと思います。 

◎会長 併せてお願いいたします。 

◎事務局 事務局でございます。 

 保育課の職員とも事例に応じて検討している中で、やはり専門職の確保が難しいと、必要だ

けどどうしたらいいかというお話は議題で出ています。保育課のほうの事業だったり補助金の

活用だったりというところになると思うんですけれども、やはり入園が確定した後でないと、

人の雇用のところがなかなか難しいという話も聞いております。あとは、ちょっとBちゃんのと

きにA保育園からお話が出ていましたが、障害者手帳の取得というところが一つのポイントに

なっていまして、手帳を持っているということであれば加配も申請ができたという、保育側の

経営の部分も、非常に背景として難しいところがあるなとは感じています。 

 なので、自立生活支援課としては、保護者の意向も酌み入れながら、必要な場合は手帳の申

請もお勧めしていくというスタンスではございます。そのタイミングについては、主治医とお

話をしてもらいながら、あとはもう保護者様のお考えというところで支援していくところでご

ざいます。 

 以上です。 

◎会長 どうもありがとうございます。 

 あわせて何か、お願いします。 

◎医療機関関係委員 一つ、Aさんの医ケアの内容のところに、経鼻管とこまめな吸引と書いて

あるんですけど、このAさんは気管切開のお子さんで、その医ケアに対して市の保育園に看護師

の配置ということをされているのかなと思うんですけれども。それはAさんのための看護師を

保育園にいる間、常時張り付きで配置されていらっしゃるんでしょうか。 

◎会長 看護師さんの配置の様子を教えていただきたいということですね。 

◎事務局 保育課から聞いているお話にはなりますけれども、Aちゃんの入園が決まったとい

うところで看護師さんの募集をされています。会計年度の職員という言い方になるのですが、

常勤ではない方で３人雇用をされていて、ローテーションで回していると聞いています。なの

で、誰かが体調が悪くてお休みになったら、例えば調整をして誰かが必ず、看護者が欠員にな

ることがないような工夫も恐らくされている形だと思います。 

 その時々の雇用の仕方については、保育課が調整をしながら対応していただくということで、

もちろん予算もそちらで対応という形になります。 

◎会長 どうぞ。 

◎医療機関関係委員 ありがとうございます。 

 医療的ケア児の通園通学に関して、小金井市ではないんですけれどもほかの自治体で、訪問

看護ステーションから保育園とか学校に看護師を業務委託で出すということをうちのほうで行

っているのでちょっと確認したかったんですけど。なかなか自治体で看護師を直接雇用すると

いうことに関してハードルが高いという話をいろんな自治体から伺うので、そういう業務委託
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ということで看護師を配置しやすくなるみたいなことがあれば、今後、御検討いただいてもい

いのかなと思って。 

◎会長 どうもありがとうございます。 

 ほかに何かありますでしょうか。 

 今の聞いていて、Aさんに、保育園に入る間、会計年度で看護師さんがつく。その場合、それ

は何か医療的ケアの線引きみたいなものが何かあるんですか。こういう子がやったらつけられ

るよって、それは手帳になるわけですか。 

◎事務局 Aちゃんにつきましては、かなり早い段階で診断がついていましたので、割と早い段

階でお父様がもう手帳のことは検討されていました。なので、Aちゃんはもう手帳を持った状況

で入園をするという流れで、Bちゃんとはちょっと流れが違う形ですね。やはり気管切開をして

いるということと、当初、胃管チューブも入っていた時期があったかと思いますね。それから

補聴器もつけている。いろいろケアが必要だとされていたので、途中で胃管が抜けたんですよ

ね、それで吸引だけという形に最終的にはなったんですけれども。 

 先ほども申し上げましたとおりやはり看護師が必要というところで、市立の保育園ですので

常勤がおりますけれども、やはり園全体、ほかにも園児さんがいらっしゃるので、その方たち

のケアもしなければならない。何かあったときに、やはりすぐ対応できるようにというところ

でAちゃんのための会計年度の看護師さんという形になったと。例えば、いわゆる発達の遅れが

あるお子さんという形だったら保育士さんの加配という形になるんですが、Aちゃんの場合は

看護師での加配という言い方をするほうがしっくりくるかなというふうには思っています。 

 以上です。 

◎会長 ありがとうございます。 

 手帳というところはやっぱり一つのラインになるんですかね、そういうわけじゃない。 

◎事務局 手帳というところではないと思います。そのお子さんにとって何が必要なケアなの

かというところに尽きると思いますね。Bちゃんは、今後、手帳を取っていく形になるとは思い

ますが、手帳があろうがなかろうが鼻管チューブが入っているという現実もありますし、それ

についてのケアが現実に必要というところですね。注入だったり吸引はないんですけれども、

やっぱりけいれんのこともそうですし、何か異変があったときにいち早く対応ができるための

人材になりますね。Bちゃんの場合は、手帳は後からついてくる形になると思います。 

◎事務局 ちょっと補足でいいですか。 

◎会長 お願いします。 

◎事務局 あと関係課会議のほうで出た話で、ちょっと参考になるかどうか分からないですけ

ど。学校の事例なんですけれども、導尿だったお子さんがいて、そのときには医療的ケア児と

いうことで看護師さんがついていたと。導尿がなくなった時点でそういった対応はなくなった

んですけれども、移動教室だったり修学旅行だったり宿泊する際にやはり特別な対応が必要と

いうことで、外部の人材を確保したという事例があるらしいんですけども。ただその際は、も
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う導尿は要らなくてパッドの交換とかその程度のことだったので、看護師ではなく有資格者で

はないサポーターをつけたという対応をしたと聞いています。なのでその辺は、恐らくは手帳

で線引きというよりは、医療的な資格が必要な対応があるのかどうかというところがやっぱり

線引きなのかなと思っています。 

 以上です。 

◎会長 ありがとうございます。 

 そういうときに医療機関関係委員のところを利用するとかということになっていくんですか

ね。 

◎医療機関関係委員 している場合もあるかもしれません。 

◎会長 ありがとうございます。 

 ほかに何かありますでしょうか。よろしいですか。何かこう、進んでいるよ、うまくいって

いるよというお話で話が進んでいるんですけど、逆に、ちょっとこういう対応に困っているん

だよとか課題だとか、現在対応しているほかの事例でちょっとネックになっているような、調

整が困難というようなこと、そんなことがありましたらお話しいただけたらなと思うんですが。 

成功例のお話が今、大体、こうやってちゃんとこの子は保育園は入れるよってという話がいっ

ぱい出てきているので、その反対側というか、ちょっと今大変なんだよねとか、この場合ちょ

っと課題があるとか、ネックになっているとか。もう少し何か成功でお話しになりたいことが

あったら、併せてお話しいただいて構わないので。 

◎コーディネーター 今まで話していたところで、医療的ケアがあっても保育園に行きたいん

だということで、いろんな相談があったり、自立生活支援課に相談があった、保育課にあった、

あいびーにあったとかいろいろあるんですけども、そういった方ではなくて医療ケアがあろう

がなかろうが保育園には当たり前に入れると思っている親御さんは結構いらっしゃいます。え、

駄目なんですかというところから入ったり、どうしたらいいんですか、どうやったら、何て言

えばいいですかとか、そういう方はいらっしゃいます。医療的ケアがないと言っちゃったほう

がいいでしょうかという方もいらっしゃるぐらいで、そういう方がいるというのがあります。 

 そういった場合、医療的ケアを受け入れる保育園をまず探さなければいけない。まず、電話

からでもいいと思うんですけど、僕らが言えるのは、お母さんがまずはどこの保育園が入れそ

うか聞いてみてくださいと言うと、御自分の家の近くの保育園に電話して入れますかと言う。

そうすると大体電話で断られるというところが最初。中には、先ほどから出ている、うちは受

け入れたいんだけど看護師がいないから受け入れられません、もしくは、受け入れるには看護

師を入れなきゃいけないので看護師が入るまでは通園できませんという事例はかなり多いです

ね。 

 保育園を探すという時点で、もうかなり数が減るというところと、数が少ないところでしか

も１歳から２歳まで。ゼロ歳からには障害枠、特別支援枠というのがないので、一般枠との戦

いになると。すると、数が少ない上にさらに点数で戦わなきゃいけない。医療的ケアがあると
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かないとかじゃなくて普通に落とされちゃうというところも一つ壁になってくる。医療的ケア

があって壁もあるのに点数でも負ける壁というのがあって、なかなかその辺はつらいのかなと

思います。 

 あと、先ほどからも出ているように、内定が出るのが１月末もしくは２月の初旬なんですね。

そうすると、医療的ケアがあって、AちゃんもBちゃんもそうなんですけど、Aちゃんは決まりま

した。でも、Aちゃんのときも、正直、１月の末に通う保育園に内定ですという通達が来る。そ

こから看護師さんを探す。看護師さんが見つかったからよかったねなんてならないで、そこか

ら指示書の手配、どういう医療的ケアがあるか、何に注意しなきゃいけないかというのをこの

２月から初めて４月に入園という形なんです、２か月しかない。それを、Aちゃんのところは訪

問看護が入っていたりして、そういった方たちが保育園に行ってこうだよああだよと教えてあ

げて初めてスタートができるかなと思ったら、やっぱりそうは簡単にいかず、４月入園ではな

く最終的には８月に母子分離ができたかなというところですかね。なので、そういった問題も

ある。 

 そうですね、一番怖いのは、やっぱりうまくいかないかもしれないので病気、医ケアを隠し

てしまうというのもありますので。もう少し点数だったり、特別支援枠とか一般枠とか受け入

れる保育園の数とか、看護師の動きとか、内定の時期という、いろんなところが今、本当は早

まっていかないと、本当の意味で４月からというのができなくなってしまうという状態かなと

思います。 

◎会長 どうもありがとうございます。 

 今のお話をお聞きになって、何か考えられたこととかありますか。 

 僕ちょっと、えってなったことが二つあったんですけど。一つは、やっぱり受け入れてくれ

る保育園を保護者が探さないといけないというのは、何かもう一つどうにか、ここで話し合っ

たこととか決まったことが別にそのまま決定事項になるというものがないので、好き勝手に言

っているんですけど。 

やはり院内学級に来ているお子さんなんかもそうなんですけど、その学校に行くとかどこを

選ぶとかって全部保護者の方が一生懸命やっていくというところを見ていて、もっとそこを何

か、やっぱり保育園でもそうなんだ、幼稚園でもそうなんだなと思ったのが一つ。あと、先ほ

ど看護師がいないので受け入れられないよと言われる。でも、市にしたら人間が決まらないと

予算つけられないよと言う。それってどうすればいいんだろうって今ちょっと、ほかの市とか

で何かそういう、皆さんのあれでもやっぱりそういう状況なんですか、どこでも。教えてもら

えたらと思って。ちょっとそんなことが、お聞きしていて私の中で気になっていることでした。 

◎コーディネーター 先ほど医療機関関係委員がおっしゃっていた訪問看護に委託するという

のもあると思います。なので、例えば保育園もしくは幼稚園、学校が受け入れたいんだけど、

どうしても看護師さんがいないという場合は訪問看護に委託というのは可能なんですけど、先

ほどのお二人の話もそうなんですけど、導尿だったり注入だったりという場合は、時間が決ま
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っていてそれ以上の医療ケアがない場合は訪看が行ってやることは可能なんですけど、けいれ

んの発作があるかもしれない、要はリスクがあるとなると、もう２４時間で緊急時対応で訪看

がやるのもありだと思うんですけど、やっぱり呼んで、来るにはかなり時間かかってしまうの

で、常にいないといけない看護、医療的ケアなのか、定期的にいればいい医療的ケアなのかと

いうところで、また看護師さんの雇い方が変わってくるのかなと思います。 

◎医療機関関係委員 一ついいですか。 

◎副島会長 教えてください。 

◎医療機関関係委員 けいれんの緊急対応はもちろんいる人がしなきゃいけないことだとは

思うんですけど、けいれんの緊急対応は医療的ケアとはちょっと別というふうに考えるべきな

のではないかと思います。なので、そのけいれんが起きる状態の子であるということで、入園・

入学してその対応が必要になるかもしれないというところと、例えばその定期で経鼻管が必要、

間歇導尿が必要で、その時間に行って処置をしなければいけないみたいな看護師の必要性みた

いなところは、ちょっと何か別なのかなというふうに思うんですけど。けいれんが起きるかも

しれない子のために看護師を配置するとなると、その子がいる間、多分ずっと配置してなきゃ

いけないということにはなるかと思うので。それだと、その疾患で対応が難しいみたいなこと

になってしまうのかなと思うので。 

 私たちが訪問看護でけいれんのお子さんに介入するときに、通園とか通学とかという状況に

なるとしたら、起きてはしまうんですけど、なるべくお薬できちんとコントロールをして、け

いれんを起こさないためにはどうするかということを先生に相談していくという方法を取って

います。 

◎会長 ありがとうございます。 

 何かしゃべりますか。 

◎医療機関関係委員 疾患が急に変化してしまうことはどの子にもあることで、そのリスクが

あるから受け入れられないというほうが、初めにシャットダウンしちゃうと全く話は進んでい

かないんじゃないかなと思うんです。そういうときこそ私たち、医者の出番で、それが起こら

ないようにするにはどうするのかとか、起こってしまったときの対応をみんなでシェアしてお

くとか、そういったふうに周りが受け入れるというふうな形から入っていかないと。リスクを

考え始めると延々とあると思ってしまうんですよね。柔軟に考えたほうがいいかなと思います

ね。 

◎会長 先ほどコーディネーターのほうも、そのリスクがどんどん大きくなっていくところは

防がなければいけないとおっしゃってくださっていて、例えばうちの病院なんかも医療的ケア

のある子たちが学校に戻るにあたって、こういうことをさせたらいけないんでしょうか、こう

いうことしたらどうでしょうか、危ないんでしょうかみたいにどんどんどんどんなっていった

とき、ドクターは「いいんだよ、そういうときは救急車を呼んでください」って言ってくれる

んですよね。でも、なかなか学校のほうとしては「そこはー」というのがあって、そこの辺が
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毎回難しいなと思っていて、保育園なんかも幼稚園なんかもきっとそうなんだろうなと思いな

がら今、聞いていました。 

◎医療機関関係委員 そうですね、多分それをなくしていくためには、私たちは慣れているか

ら大丈夫だよと言えるんですけど。これ、ちょっと難しい話ですが、病と病気というんですけ

ど、病気を持っているのは子供だけど、病んでいるのはお母さんみたいな周りの人だったり受

け入れている側のスタッフだったりするので。スタッフが何を怖がっているのか、どうなっち

ゃうから自分にはできないとか言っているのかというところを拾ってその人たちを教育してい

かないと、延々と地域包括ケアシステムも同じですけど、地域で疾患がある人や障がいのある

人を受け入れていくという全体の質の底上げにはならないんですよね。病気を持っているのは

子供だけれども、そこを怖がってしまっているのは周りだから、周りの人たちの不安を取って

いくという、例えば講習会なり勉強会をやったり、そういうふうにしていかないと多分駄目な

んじゃないのかな。 

◎会長 ありがとうございます。 

 放課後デイなんかはどうなんですか、聞いてもいいですか。 

◎障害福祉機関関係委員 そうですね、ただ実際問題、５月に重心児ではない医ケアの、基本

的にはお医者さんの浣腸ぐらいしかない子が亡くなったんです。これは、たまたま御自宅でお

母さんが抱っこしていたら息が止まっていた。かん腸なんて医ケアからすると点数はむちゃく

ちゃ低いほうなんですけど。事業者としてはやっぱり怖いところがありますね。ただ、幸いう

ちの事業所では常勤の看護師が１人とパートさんの看護師がプラス２名ぐらいでケアしてやっ

ていたりするんですけれども。 

 医ケアだけじゃなくて、どういう病気を持っていてこういうことになっているかといったと

ころも大事で、そこら辺をちゃんと理解しておかないと、完全に、先ほどの事例で浣腸しかな

いですよと。これ、もともと疾患が重い病気を持っていて、いろいろ医ケアもたくさんあって。

その辺をちゃんと理解していないと、なかなか受け入れられないのかなという感じですね。 

 もう一つは、Ⅰ型糖尿病を発症していまして、おやつにチョコレート食べさせる、またそれ

が、本人が偏食というか非常に食べ物に対するこだわりが強くて、なかなか食べてくれなかっ

たりするんですけど。「食べないと、あなた、おうちに帰らなくてはいけないよ」と言ったりし

て、血糖値のコントロールが難しいところがある。 

 たまたま今回の例ではインシュリンも血糖値のケースがないですけど、やはりそれぞれの病

気、医ケアではないんですけれども、どういった病気なのかといったところもちゃんと理解し

てもらって預ける、あるいは預かる必要があるのかなと感じました。 

◎会長 ありがとうございます。 

 ほかにありますか。コーディネーターのほうで、何かもうちょっとこういうことを話したか

ったんですけどって、御準備されてきたこととかありますか。 

◎コーディネーター 大丈夫です。大丈夫ですというか、後でもちょっと出てくるんですけど、
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受け入れないようにしようとしているんです、何とか受け入れないようにしようとする。そう

じゃなくて、受け入れるにはどうしたらいいか、こっちを考えていかなきゃいけないと思うん

ですけど、基本的に受け入れないにはどうしたらいいかのほうが今強くて、医療ケアがあるか

ら、じゃあ駄目よって、その内容も何も知らないのにばさっとやってくる。その時点でもう違

うステップ、次のステップに行かないといけないんじゃないかなと思いながらいつも話を聞か

せていただいております。 

 本当、いろんな症状があると思うので、そこも、ただ医ケアだよ何だよって言われただけで

怖がらないでというのを、先ほどおっしゃったとおり、研修にしっかり行って、怖くはないん

だよとか、そういうのも学んでいくべきなのかなと思っております。 

◎会長 ありがとうございます。 

 中でもやっぱり教育機関関係委員がおっしゃっていたように、予算の配置であるとか人の配

置であるとかというところもすごく大事なことなんだろうなと思っています。 

◎教育機関関係委員 ちょっと幼稚園のことなので、もしかすると皆さんにあまり参考になら

ないかもしれないんですけど。ちょっとこれも医療的ケア児の問題ではなくて、例えば発達の

支援のあるお子さんの中で、直面している幼稚園とかも多い中で、今コーディネーターからも

お話しいただいたような、受け取らないというふうにみなされることって結構あるんですね。

幼稚園とかで受け取ってくれないか、保育園とかで受け取ってくれないかと必死になって探し

てこられるお母様がいらっしゃったりもするんですけど。 

 一つは人材の確保、例えば、加配ということが必要と認識したとき、加配が見つかるまで、

さっきお話があったんですが、特別支援や何かに対して、もう１０年ほど前に東京都に対し要

請しているんですけれども、単年度の補助なんですね。つまり、予測してこちらが人材を集め

ることができないんです。つまり申出があって、幼稚園のほうで、例えば行動観察を行ったり

いろいろなことをして、この子にはやっぱり話を聞くのにはこっちで話を聞いたり、少し発達

の遅れが見られるところがあって、この子を引き上げていったり、一緒に一つのクラス、集団

の中でやっていくには大人の十分な手助けが必要というふうに感じてから申請ということにな

るんですね。そうすると、やっぱりその加配についてくれる方が見つかってからでないと受け

入れられないということが起こる。その後、４月１日以降に、５月ぐらいに出すんですけど、

認可をしてもらって、それで予算が割り当てられるという形で、この予算がもし通らなかった

りとか、書類が一つ足りなかったりしたときには、本当にどうしたらいいんだろうという状況

になっちゃうのが実際のところなんですね。 

 これはまた、例えば、予算配置自体は本職の方のみなので、本職の方たちの名前を挙げて、

その人たちの職務軽減をするための補助として、例えばパートの人を入れて、担当は本職の人、

その人たちが働き過ぎにならないようにパートの人たちを入れるみたいなやり方でも別に構わ

ないんですけど、結局その手を余分に持っておくこと、準備しておくことができないんですね。

なので、東京都やなにかには、せめて３年間、幼稚園だって３歳、４歳、５歳という３年間、
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その人が突然退職されてしまうようなことがあったら大変なことになってしまうという不安の

中で、加配の措置を受けなければいけないんですね。 

 ですから、もし、全体的にお話を聞いてってあるんですけれども、この人たちが不安なく入

っていただけるようになるには、やはりそういった人材バンクみたいな形で、市なり都なりが

そういった人材バンクみたいなものを持って、申請したらすぐさまその人たちが派遣できると

かというような形であればいいんですが、そういったものもあまりなくて、なかなか難しい。

乗り越えなきゃいけないところが、経営者側からのあれなんですけど、乗り越えていただけれ

ば、よりスムーズにそういった不安を持った御家庭の支援に当たるんではないかなと思われる

のは、そういった人材的なところ、予算の配置の仕方とかが単年度、もうその年だけというよ

うな形になっているので、ちょっとそういったところを見直していただけたりするだけでも少

し良いのかなと思います。 

◎会長 どうもありがとうございます、御意見を出していただいて。 

 決定ができないのであれなんですけども、でも、それぞれ両方の立場のお話が聞けてありが

たいなと思います。 

 ほかにもありますか。 

◎教育機関関係委員 質問なんですけど。 

◎会長 お願いします。 

◎教育機関関係委員 先ほど保護者が保育園に電話をしてというお話があったんですけど、例

えばこのパンフレットを見ると、そうですね、保護者と保育園をつなぐ役割というのは業務の

一つになると思うんですけど、最初はやっぱり保護者発信で保育園を探していくことになるの

かなというのは確かに私も気になったところです。あともう一つ、多分市内に医療的ケアの対

応をしている保育園だったりというのが幾つかあるかと思うんですね。そのリストアップとい

うのはできているんですかね。もしそういうのができていれば紹介するのにスムーズなのかな

と思うんですけど、その辺のことは私もちょっと気になったので教えていただければと思いま

す。 

◎会長 そういうリストアップはできているんでしょうかということです。 

◎コーディネーター 市のほうでしおりというのかな、保育園申請用の中に医療的ケア児の受

入れというところで、○△×で書いてあって、ほとんど△です。 

◎教育機関関係委員 なるほど。 

◎コーディネーター 皆さん、そこに連絡するということですね。 

 僕たちも、そこから関わっていくというのもありだとは思うんですけど、やっぱりそこの最

初の部分というのは、やっぱり親御さんが皆さんやっているのでまずやって、そこに受け入れ

られそうです、受け入れるにはどうしたらいいですかとなったときはお電話いただければ、い

ろんな、自立生活支援課とか保育課さんとかと話しながら前に進んでいけるのかなと思います。

全部受入れが駄目ではなくて、本当は受け入れてあげたい気持ちは全部あるんだと思うんです。
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ただ、先ほど言った予算とか看護師さんのとかとなってくるとちょっと難しいなという意見が

出てしまうのかなと思います。 

◎会長 ありがとうございます。この会自体がそういう子たちを受け入れるためにどうしたら

いいかという方向に進むための会なので、何かそうそういう方向に、出ていたことがいろんな

ところに派生していくといいなと思っています。 

 ほかに、何かありますでしょうか。よろしいですか。 

◎障害福祉機関関係委員 私は、ふだん成人の方の支援に入ることが多くて、小さいお子さん

の支援の経験不足で、こちらで毎回すごく勉強させていただいているという感じではいるんで

すけれども。 

 ちょっと話がそれちゃうかもしれないですけれども、今受け持っているお子さん、中学生、

高校生のお子さんが何人かいらっしゃるんですけれども、今回のこの情報提供の中にも出して

いる方、Cさんですが、もうすぐ１８歳が近いお年ではあるんですけども、そのあいびーさんの

ことをちょっと説明させていただいたら、やっぱり自分もお子さんが小さいときに情報がなく

てとても苦労したということで、もう自分のところは大きくなってしまったけれども、やっぱ

りこれからの方にぜひ役立ててほしいからということで、今回出していたという方もいらっし

ゃいます。 

 どちらかというと我々は高校卒業後の支援に入ることが多くて、ちょっとまた話題が変わっ

てしまうかとは思うんですけども。やっぱりもう中学に上がってすぐのお母様も、やっぱりも

う卒後の進路が一番心配で気がかりだということをお伺いして、やはりそのなかなか受入先が

こちらも不足しているという状況がありまして、そういったところも今後議題にしていただけ

るとうれしいなと思います。１８歳未満の方が対象ということですけども、その最後の進路の

ところまで情報を提供していただけるとありがたいということを親御さんから伺っております

ので、ちょっとお伝えさせていただきました。 

◎会長 どうもありがとうございます。 

 やっぱり１８歳になったからおしまいというのは、そこは考えていかないといけないなと思

います。 

 先ほど保護者の意識の話がちょっと出てきて、入園に当たってその情報を隠してしまうとか

という話も出ていたんですけど、そういう保護者のその人がどうこうというよりも、そうせざ

るを得ないような状況が周りにきっとあるんじゃないかなというふうにも思うんですけど、ど

ういうふうにこれから進めていくとそういうことが解消していくのかなということを、コーデ

ィネートのお立場でお考えになっていることがあったら教えていただけたらうれしいです。 

◎コーディネーター 障がいにはかなり種類というか、発達だったり知的だったり医療的ケア

の子だったり重身だったりとかいろいろあると思うんですけれども。今、医療的ケア児という

ことでお話しさせていただき、そちらの分野でもあるんですけど、よく保育園、幼稚園に行き

たいという子に、療育というところを知っていますかということで、療育をよく最初に勧める
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んですけど。まず、療育をそもそも知らないお母さん、もしくは療育と保育の違いがほぼ分か

っていないというお母様、お父様が多いなというところです。そこで療育の説明をすると、全

部じゃないですけど半分ぐらいは、じゃあ療育のほうに行きますと言ってくれるお母様もお父

様もいらっしゃいます。 

 療育自体は、その子の障がいがあっても社会生活を円滑に行えるように練習するというのが

療育なので、保育園とか幼稚園というのはもう社会に入ってくるので、その社会の集団に入る

ための練習をするのが療育というところなので。例えば医療的ケアがあります、このAちゃんと

かBちゃんとか皆さんそうなんですけど、療育のほうがもともと付いていて、もしくは訪問看護

さん、その担当しているお医者さんも全部ついていて、この子はこういった生活をしていて、

こういう医ケアが必要だよ、たんの吸引は頻繁とはいっているけどそうでもないよとか、頻繁

じゃないんだけどすごく固いときがあるよとか、そういう内容を療育のほうが１年、２年かけ

てその子のことをすごく知っていって、その上で、じゃあ保育園、幼稚園に行きたいときにそ

こからつなげていくというやり方が、流れとしては一番スムーズに行くんじゃないか。保育園

側も幼稚園側も、突然知らない子、書面だけの子が来るのではなくて、見に行って、そこの担

当の看護師さんがこういうふうにやっていますとかと見学して初めてそういう保育のほうにつ

なげていくというのが、結構今まで見ていてスムーズにいった例が多いかなと思いましたので、

その辺で今ちょっと療育を勧めていってはいるんですけど。そんなことはやっていられない、

もう仕事したくてしようがないんだよと言われちゃうと、ここからはもう、また考えなきゃい

けない話なのかなと思うんですけど。 

 以上です。 

◎会長 どうもありがとうございます。 

 コーディネーターさんのほうから、いろいろな事例をお話しいただきましたけれども、ほか

に皆さんのほうから何か、こういうことが大事なんじゃないかとか、こういうことを考えてお

いたほうがいいんじゃないかということがありましたら。本件に関して何かあったらと思いま

すが。お願いします。 

◎医療機関関係委員 先ほど出た予算の問題で、道筋の問題って多分解決しない、延々とそこ

で行き詰まったものになるんじゃないかと思って、それってどうやったら解決されるのか、受

け入れる社会をつくる、環境をつくるということに寄与しないといけないと思うんですけれど

も、それを上に上げて動いていく道筋みたいなものってあるんでしょうか。 

◎会長 決定機関ではないというのと諮問機関ではないということだけを言われていて、ここ

で決まったことが何か議会で出てくるとかということではないというふうには聞いているんで

す。 

◎医療機関関係委員 なるほど。 

◎会長 ただ、ここで話し合ったことを、先ほどもちょっと前半に報告があったんですけど、

いろいろな課の方たちと会議をして関係調整はしてくださって、事務局の方たち、その辺でお
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願いしていいですか。 

◎事務局 今おっしゃられたとおりで、こちらは市長の諮問機関とかという形ではないので、

何かを決定して答申するというようなものではないです。ただ、専門的な立場の方たちにお集

まりいただいている協議の場ですので、ここで出た意見を持ち帰らせていただいて、それをど

う反映できるかというのはそれぞれの分野の部署の進め方になるのかなと思っています。 

◎会長 お願いします。 

◎障害福祉機関関係委員 ちょっと専門外なので、ピント外れのことを言うかもしれないんで

すけれども。この国の方針、都の方針あるいは市の方針でこのコーディネーターができて、医

療的ケア児の把握ができました。それで問題となってきたのが、なかなかそういう子たちの保

育園の受入れが難しい。そうすると、基本的にこのコーディネーターが把握したその子供たち、

少なくとも未就学児、これが何歳なのか、ゼロ歳児なのか１歳児なのか２歳児なのかというの

が把握できるわけですから、それに合わせて、例えば市のほうで市立の保育園ないしは市立の

小学校で看護師を手配するような予算措置を機能してもらうという道筋でないとなかなか解決

しないのかなと思って。この会議では決定権がないかもしれないんですけど、その関係会議に

諮っていただいて、議会で予算を取ってもらうという流れになるのかなと理解しています。 

◎コーディネーター 予算が出るというか検討されるのも１月末から２月という遅い時期なん

ですね。もっと早くから知っている、知れることができるというか、この子が保育園を狙って

いますよという情報があって、それを話しても決まるのは１月、２月なので予算の検討ができ

るのはそこからなんですとなっちゃうんです。だから、もともとここが遅いんですね、多分。

もっと前から、例えば１月、２月じゃなくて、８月ぐらいから話し合っていて１０月ぐらいに

もう決定していれば、予算の組み方も全然変わってくる。予算は大体１０月ぐらいで話し合う

と思うので、その辺にその話が出ていれば少し早くなるんじゃないかなと思うんです。その１

月が決まらないと何も決まらないとなっちゃうと、もう予算を出そうと思っても出せないとい

うか、そこ、ここを変えるべきなんじゃないかなと思っていて、もっと前から、Aちゃんは、す

ごい前からお父さんがいろんなところに相談していたと思うんですけど、１年ぐらい前から、

保育園を探しています、保育園を探していますと言って、でもあの状態なので。決めるところ

じゃないかもしれないんですけど、その期間がネックかなと本当に思っているんです。 

◎会長 ありがとうございます。 

◎事務局 今のような話、関係課会議でも出ていまして、決定機関でないというところはある

んですけども、コーディネーターが始まったことで、一歩ここで進むことができるかなと期待

しているところは、関係課会議の中で話が出たときに、実際に保育園に受け入れようとすると

２年ぐらい前から話をもらってないと準備が整わないというような状況があるらしいんですね。

そういうのが、今おっしゃられたとおりで、医療的ケア児がいるよというのを把握する、今の

年齢があって入りたいのがいつだというのが分かると準備が進められるので、その分予算を確

保して人を確保するという時間がつくれるというのはあるのかなと思っています。 
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◎会長 ありがとうございます。 

 その受入れのほうの視点から考えるとそうですけど、そこも早まらないと親御さんたちは仕

事が決まらないですよね。何かそういうこともあるんだなと思って。もう一つ、それを知らな

い親御さんたちもいて、やっぱりそういうことをちゃんと周知していかないといけないんだな

とお聞きしながら考えていました。ありがとうございました。 

 ほかに御意見ありますでしょうか。 

 では、本件についてはこれで終了してよろしいでしょうか。すいません、たくさん御意見を

教えていただきまして。 

 次にその他ですけども、事務局のほうから何かあればお願いいたします。 

◎事務局 事務局のほうであらかじめ用意した件は特段ございません。 

◎会長 ありがとうございます。 

 では、皆さんのほうから何か話し合ったほうがいいこととかありますか。 

◎教育機関関係委員 ちょっと質問なんですが。 

◎会長 お願いいたします。 

◎教育機関関係委員 この資料２で（特支援）と書いてあるんですけど、この特支援というの

は特別支援学級も特別支援学校も含んでいるという書き方なんですか。 

◎コーディネーター こちらは特別支援学校です。 

◎教育機関関係委員 学校ですね、分かりました。 

◎会長 よろしいですか。 

 じゃあ普通級と書いているこの子は、もしかして特別支援学級かもしれないということです

か。そういうこともあるのかな。 

◎教育機関関係委員 ちなみに、次年度小学生で特支援のお二人がいらっしゃるんですけど、

ちょっと気になったので、受入れ側なので。 

◎コーディネーター それは小平です。 

◎教育機関関係委員 小平ですか、なるほど。だから私が知らないんだ。ありがとうございま

す。 

◎会長 ありがとうございます。ほかにありますか。 

 では、ないようですので協議を終了したいと思います。 

 次年度の開催について、ちょっと最後に皆さんへ簡単に事務局さんのほうから御説明をいた

だけたらと思います。 

◎事務局 事務局です。 

 次年度につきましても今年度同様、定期開催については５月と１１月の２回、また、市役所

内の情報共有の場として関係課会議を８月と２月の２回、合計４回の会議を想定しております。

協議会の会場については原則、本日と同じ第２庁舎８０１会議室を想定しておりますが、会場

の確保には早めの予約が必要となります。そのため、本日御協議いただきまして、もし開催日
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が決まるようであれば直ちに会場を確保いたしますし、難しいようであれば、委員の皆様がな

るべく多く集まれるような曜日や時間体等などについて決めていただきまして、それを踏まえ

て事務局で候補日を決定し、後日メール等により皆様の御都合を確認の上、一番多く出席いた

だける日に決定するという流れで進めたいと考えております。 

 事務局からは以上です。 

◎会長 どうもありがとうございます。 

 次年度の開催についてですけど、事務局さんのほうから説明がありましたけど、どのように

決めたらいいかなと思っておりますが。今日ここに参加されているメンバーで都合を確認して

決めるというのが一つと、あともう一つは、今日はお二人、今いらっしゃらないので、曜日と

か時間帯などの条件を話して、後日、事務局のほうに調整してもらう。どうしましょう。 

 じゃあ５月と１１月ということは決定ということで、事務局さんとのやり取りで決めていく

ということでよろしいですか。皆さんも、この日は無理とかというのは、まだ分からないです

よね。では、５月、１１月ということで、時間帯なんですけどこの時間でよろしいですか。で

はこの時間帯でお願いします。曜日はこの日がいいとかというのは何となくありますか。皆さ

んが都合のよいところが集まってきてという形で大丈夫ですかね。皆さんの大事なお時間をい

ただいているので。 

 それで、開催日を決定して会場が確保できましたら、またお知らせいただくという流れでと

思います。 

 ありがとうございました。以上で令和５年度第２回小金井市医療的ケア児支援連絡推進協議

会を閉会したいと思います。ちょっと過ぎちゃってごめんなさい。たくさん意見を出していた

だいてありがとうございました。お大事にお過ごしください。ありがとうございます。 

 

（午後７時３９分閉会） 


